
〇健康の大切さに気付き、自己の健康の保持増進に進んで取り組むことができる。 

〇体をよりよく発育・発達させるために、課題を見付け、その解決に向けて考え、それを表現することが

できる。 

〇体の発育・発達の現象や思春期に起こる体の変化、体をよりよく発育・発達させるための生活の仕方

について理解することができる。 

令和５年度校内研究                                   令和５年 ７月２０日 

中学年分科会 

授業改善と子供たちの様子 

― 第４学年 保健「体の発育・発達」の学習を終えて ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の授業づくりを通して目指した「子供の姿」 

  

＜第３時＞ 

◇協議会での話を受けて、「初めて知る言葉」は、一斉型の授業になっても丁寧に押さえるようにした。

「体の中で起こる変化」では、パワーポイントやイラストを使って「月経」「射精」などの学習を行った。 

◇「思春期には心も変化する」という学習では、身近なテーマを選び、具体例を出した。 

＜第４時＞ 

◇第２時と同様に３人班を作って、「食事」「運動」「睡眠」の３つのテーマの中からグループで１つテー

マを担当して、「よりよい発育・発達のためにできること」について調べ学習を行った。 

◇それぞれのグループで調べたことを発表し合い、最後には自分が生活の中に取り入れられそうなこと

を考えた。講師の先生が紹介してくださったジグソー法を用いた学習の簡易版を目指した。 

研究協議会を経て改善したこと 

 

◎第二次性徴について、初めて学ぶ子供がほとんどだったが、拒否感を示すことなく学習に取り組む

ことができた。振り返りでは、「月経について不安な気持ちがなくなった。」「初経が来るのが楽しみ。」

など前向きにとらえる言葉が多かった。 

◎「心の変化」については、自分事として捉えられている子供が多かったが、変化を認めたくない気持

ちを表出する子供もいた。 

◎第４時のグループ学習では、グループで協働するというより、１人がリーダーシップを取って調べたこ

とをまとめる姿が目立った。調べる項目をより明確にし、限られた時間の活動であっても達成感を感

じられるようにする手だてを工夫する必要がある。         

改善後の子供たちの姿 

 

□「自分事として捉える」「個人差を認める」ということを柱にして授業を進めてきた。子供が自分の成長

に前向きな見通しがもてたという手ごたえを感じた。一斉指導で知識を伝える場面と、子供が自分た

ちで課題を解決する場面のメリハリをつけることができた。 

□話合いや調べ学習では、「何をどう話し合うか」をもっと明確に伝えられていれば、子供がさらに達成

感を感じることができたのではないかと考える。 

□子供たちが「すすんで・みんなで・楽しんで」取り組む保健の授業を目指した。学習を進めるにつれ

て、振り返りに「大人になるのが楽しみ」「体の変化への不安がなくなった」と記入する子供が多くなっ

た。また、第４時の授業後には、グループで話し合って発表した時の画用紙を掲示し、夏休みに向け

て「よりよい生活のために自分でできる工夫」を考えられるようにした。掲示を見て、自分の生活と照ら

し合わせ、よりよい生活のための工夫を話し合っている子供の姿が見られた。 

授業者の振り返り ＜ステップ教室担当＞ 



＜授業後の掲示板＞ 

 

 


